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はじめに
　今日、児童生徒の学力低下、とりわけ学習意欲の低下が問題になっているが、1970 年代に提唱さ
れた SBCD（School Based Curriculum Development）という児童生徒の興味・関心からのカリキュラ
ム「開発」と学習指導要領による法的拘束力による「統制」という角度から、近年見られる特区（構


































迎えられた R．タイラーによる８年研究 (1932-40) が有名である。






















































あったかをあげ、今後の見通しと提言等を行うものであるとしている ( 梶田 1980a)。また、研究開
発の被説明変数として、主要な評価観点として、教育成果に関する評価（学力保障、成長保障）を




























導要領によらないで三年間独自のカリキュラム開発を委嘱された学校 5）、詳しくは、磯田 (2003) を
参照のこと）での小学校「環境」カリキュラムとの筆者の関わりから、成果から問い直す教育研究
開発の意義と課題を取り上げる。　
　当時は、研究開発学校制度が軌道に乗って 30 年弱になるが、最初の 10 年の試みである。ゆとり
と充実から新学力観、その後の生活科や総合的な学習に至る萌芽的な取り組みであった。委嘱課題は、



















　もう一方で、自学の時間というのがあった。朝８時 15 分から 10 分間と午後２時 30 分から 30 分、国語と算数でグ
レード分けを行い、ドリル学習を行った。筆順辞典作りを各自が行うとか、数計算のはやさ、正確さで３年から６年




































































































































































































































































































































教育の変化 (educational change) や学校変化にとって代わられることになる。ここでは、「カリキュ



















































































































































からの聞き取り調査（2003.8.6）によると、仲よしと反省の文化 (Lewis 1995) の上に立脚しながら、
さらに、「何が改善される必要があるかを知る（Notice what needs to be improved）」「改善を動機





































































































であり、「素直」(open-minded, nonresistant and truthful)、「豊かな」(empathetic, receptive 
and open-hearted) といったことが重視される、「内省により自ら気づく社会」(reflective self-
awareness society) である（Fereshteh 1992）といわれている。米国から見た日本の教育は、非認













面を持つ「言霊思想」（traditional belief in the power of words / belief that uttering a 












導要領の最低基準を、地方や学校レベルで変形する力を持つこと (to be transformative) の重要性





























のような能力が 21 世紀の日本を支えるであろう ICT の発展のために重要でコンピュータ操作能力・






然になってくる。その上で、Kendall & Marzano (1996) のように、学年・学校段階を超えて、コン








となっている。それは、米国から見ると、教育課程 (standards based on content) を陳列し、そ
れへの接触の機会を教師に授けているだけで、望ましい方向で努力しているだけだとしている（US 




要領 (course of study) として見直し、学習をアセスメントすべきコンテンツ・スタンダードとリ
ンクさせ、しかもローカルなものが求められてくる時代は、そう遠くはないのではないだろうか。
　近年、カリキュラム・アセスメントが注目されつつある (Open University 1990, Madaus et al 


















　次に、あくまで試論であるが、かつての英国の HCP(Humanities Curriculum Project) のよう
な大規模なカリキュラムプロジェクト、それに学力調査室（APU: Assessment of Performance 






　ユネスコでは、デロアレポート (Delors 1996)18) やその後の展開（Mockus 2002, Sherlock 2002）
をもとに、「共に生きる」実践の概念、何をどう教えるか、その評価などが示唆されている 19)。そして、






　そこで、持続可能な開発のための教育（ESD: Education for Sustainable Development) などが求
められる（日本ユネスコ国内委員会 2003）。ESD、あるいは地球憲章 (earth charter) については，
国としては，コスタリカなどラテンアメリカで政府が力を入れており、さらに中央アジア（タジキ
スタン Tajikistan など ) や豪州等一部で思い切ったカリキュラム政策に取り入れられているようで
あるが，コンテンツの試みはこれからであろう。その場合，一見教育と無関係のように見えるセク
ターとの関連性がある 21)。気象情報や熾烈な資源獲得をめぐっての市場取引情報などリアルに時々
刻々と変わるデータもある。むしろ現実は、気候変動 (climate change) など圧倒的に厄介な（messy）
構造が不明確な問題 (ill-structured problems) が多いのである。






　英国では、英国開発教育協会 (Developmental Education Association: DEA) という機関があり、
グローバルな知識社会との関連で、一見したところ教育に関連がないようなことでも、世界とのつ
ながりにおいて郷土は縮図であるという考えも認識され、地方教育委員会は、NPO や NGO ともリン
クして、地域（郷土）と世界の往還作用を重視したカリキュラムづくりを進める動きが見られる 22)。




く、教科というより８つの主要学習分野 (KLA: Key Learning Areas) とし、最重要なテーマ、問題点、
考え方、価値観で構成される新しいカリキュラムを取り入れている。また、SBCD は、TOC(Target 











　中央集権の強いといわれる韓国ですら、日本の本研究所 NIER と同系列の韓国教育開発院 (Korean 
Educational Development Institute: KEDI) が、KBS というテレビ局と結びつきつつ、1990 年分離
独立した教育放送サービスという機関 (Education Broadcasting Services: EBS) は、デジタル・コ
ンテンツを集積し、地元住民からフィードバックをもらうなど、地方化を促進する動きも加速して
いる 23）。
　SBCD は、近年、東アジアで関心を呼んでおり、成果も欧米に発信されている（Lo 1999, Edmond 
2004）。中でも、ニュージーランドが中央集権の中での SBCD を取り上げ出した点は注目されてよい
であろう（Bolstad 2004）。ニュージーランドは、OECD 諸国の中で唯一日本と並び称されて、効率的・














試の枠の見直し、さらにリターンマッチ ( 敗者復活 ) の可能な英国流の資格試験の見直しを跡付け
る必要もあると思われる（Torrance 1982, 1986, 1987）。



























Alliance for Invitational Education といわれるものである。日本語では、「招請教育」と訳さ
れるかもしれないが、デューイやロジャーズ、バンデュラ、セリグマンなどをとりいれて、シグナ
ルを重視した一プログラムである (Purkey 1970, 1984)。この動きは、招待者限定の、催し物のよ
うな意味からすると、ドアの内側からというきわめてアメリカ的な協会であるが、いち早く香港に
















 1) http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/kenkyu/htm/06_ref/06-03.htm(2005 年 1 月 11 日検索 )
　　http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/kenkyu/htm/06_ref/06-04.htm(2005 年 1 月 11 日検索 )














































るが、地域でこそできる研究であろう。       
12)　日本における自己概念 (Mahler 1976), 西洋でなく東洋から見た自己（Page et al 1991）なども指摘さ
54
れている。ベネディクトや鈴木大拙に見る恩という思想 (Sato 1958)、相互依存、相互関係としてのやり取
りや互恵主義的 (Reciprocity)、なおかつ、非相称の、非対称的・不釣り合いな (asymmetric) 原理である恩
(Lebra 1969)、「間人」という論 (Hamaguchi 1985) 、甘え (Doi 1985) 、さらに感情という社会構成主義の
中での甘えの重要性（Morsbach et al 1986）など文化的な背景がある。
13) 自己評価や自尊心、自尊感情と訳される self-esteem については、1995 年英国で開催された関連する国際
会議で、日本の子どもは低いと、報告されていた。日本の子どもは、自己スキーマを否定的に捉える傾向が
ある (Hymes et al 1991)。   
14) http://www.pisa.oecd.org/(2005 年 1 月 11 日検索 )
15) Project Learning Tree (PLT) では、多様性などの概念をもとに展開している。http://www.plt.org/ 
(2005 年 1 月 11 日検索 )。日本では、国際理解教育センター (ERIC: International Education Resource & 
Innovation Center) が翻訳をしている。http://www.try-net.or.jp/~eric-net/(2005 年 1月 11 日検索 )。英
国での活発な機関に類似するものとしては、日本では、開発教育協会 (Development Education association 
and resource Center) など NPO 法人がある http://www.dear.or.jp/(2005 年 1 月 11 日検索 )。
16) 日本では、戦後の新教育で、例えば神奈川県福沢小では、学年を追っての活動の基準（系列）が追求され
ていた。   



















International/Databanks/Related/relaassess.htm(2005 年 1 月 11 日検索 )。
20) パリのユネスコ IBE からは、アジア太平洋地域からのよい実践事例が少ないため、提供する旨の要望が寄
せられている。
21) 例えば、国連アジア太平洋経済社会委員会 (UNESCAP) には、環境や持続可能な開発、人口の高齢化・低出生
率などグローバルな社会問題の統計データを収めている。http://www.unescap.org(2005 年 1 月 11 日検索 ) 。
22) http://www.dea.org.uk　(2005 年 1 月 11 日検索 )。 アジア的価値観をもったメッセージの発信が歓迎され
ている（Ikeda 2005）。




韓国教育課程評価院 KICE を持っている。http://www.kice.re.kr/english/eindex.htm (2005 年 1 月 11 日検
索 )。他方、中国では、日本の NIER と同系列の中央教育科学研究所 CNIER は、附属学校を持ち、教育科学出
版社を持ち、師範大学と緩やかなリンクを持っている。http://www.cnier.ac.cn/ (2005 年 1 月 11 日検索 )。
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